
 

（案） 

賃 貸 借 契 約 書 
 

 賃借人 新潟県（以下「甲」という。）と賃貸人 «メーカー名»（以下「乙」とい

う。）との間に応急仮設住宅の賃貸借について、次のとおり契約を締結する。 

 

（賃貸借物件） 

第１条 乙は甲に対して、別表１記載の応急仮設住宅一式（以下「賃貸借物件」とい

う。）を貸与し、甲はこれを借り受け、乙に対し賃借料を支払うものとする。 

２ 乙は、甲が指定する別表１記載の所在地に前項の賃貸借物件を設置するものとす

る。 

（用途指定） 

第２条 甲は、賃貸借物件を応急仮設住宅の用に供しなければならない。 

（賃貸借期間） 

第３条 乙は、賃貸借物件を平成 19 年 9 月 19 日までに甲に引き渡すものとし、賃貸

借期間は引き渡しを受けた日の翌日から平成 21 年 9 月 19 日までとする。 

（賃借料及び支払い方法） 

第４条 賃借料は、総額 ￥ «合計»円（うち消費税 ￥ «消費税»円）とし、甲は

乙から賃貸借物件の引き渡しを受けた後、乙の適正な請求書を受理した日から 30

日以内に前払金として支払うものとする。 

（管理義務） 

第５条 甲は、賃貸借物件を使用するに当たり、善良なる管理者の注意をもって管理

しなければならない。 

２ 甲は、賃貸借物件の管理を当該市町村に委託する場合は、前項を周知するものと

する。 

（売却の制限） 

第６条 乙は、甲の承認を得ないで賃貸借物件を第三者に売却してはならない。 

２ 乙は、賃貸借物件に抵当権、質権その他形式のいかんを問わず、甲の賃貸借物件

の完全な使用を阻害する権利などを一切設定してはならない。 

（譲渡の禁止） 

第７条 甲は、乙の承認がなければ、この契約により生ずる賃借権を譲渡してはなら

ない。 

（賃貸借物件の現状変更） 

第８条 甲は、賃貸借物件の現状を変更しようとするときは、あらかじめ乙の承認を

受けなければならない。 

（修繕義務） 

第９条 甲は、故意又は過失により賃貸借物件を荒廃又は毀損した場合には、遅滞な

く自己の費用において復旧修繕しなければならない。 

（修理費用の負担） 

第 10 条 甲が善良なる管理者の注意をもって管理した場合、乙は賃貸借物件の修理

又は保存に要する費用を負担する。 

（保険料） 

第 11 条 乙は、賃貸借物件に対する賃貸借期間中の火災保険料を負担する。 



 

（案） 

２ 乙は、解体時の履行保険料を負担する。 

（契約の解除） 

第 12 条 甲乙いずれか一方がこの契約に違反したときは、その相手方は、いつでも

この契約の全部又は一部を解除することができる。 

（賃貸借物件の返還、撤去） 

第 13 条 甲は、賃貸借期間終了日に、賃貸借物件の返還、撤去を通知するものとし、

乙は、乙の負担において甲の指示する日までに賃貸借物件を撤去しなければならな

い。 

２ 甲は、契約期間終了前に賃貸借物件を撤去する必要が生じた場合、乙にその旨を

通知し、乙は甲の指示する日までに賃貸借物件を撤去しなければならない。 

（損害賠償） 

第 14 条 甲乙いずれか一方がこの契約に違反した場合、又は第 12 条の規定によりこ

の契約の全部又は一部が解除された場合において、その相手方に損害を与えたとき

は、その相手方は、その損害を賠償しなければならない。 

（契約の費用） 

第 15 条 この契約の締結に要する費用は、乙の負担とする。 

（協議） 

第 16 条 この契約に定めのない事項で約定する必要が生じたとき、又はこの契約に

関する事項について疑義が生じたときは、甲乙協議してこれを定めるものとする。 

 

この契約の締結を証するため、この契約書を２通作成し甲乙記名押印の上、それぞ

れ１通を保有する。 

 

 

平成 19 年 9 月 13 日 

 

 

新潟県新潟市中央区新光町４番地１ 

甲 新潟県 

代表者 新潟県知事 泉 田 裕 彦 

 

 

 

乙 


